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書評
石田浩著『わがまま研究者の台湾奮戦記
近代化へ模索する台湾一―-』
?
田 敬
(-) 
かつて，一九八0年代の初期に初めて台湾を訪れた著名な中国学者が，その
紀行文を雑誌に発表するにあたって，一見いわずもながの弁明をつけ加えたこ
とがあった。つまり，台湾へ行くことで彼はおそらく同業の士から非難を受け
るであろうが，しかしそれは覚悟の上であるというのである。
今日から見れば，それはたしかに奇怪な決意表明である。しかし，当時の日
本における中国学界の雰囲気には，まさしくそうしたいいわけを必要とするよ
うな風潮があった。日本の中国研究者にとって，中国とは中華人民共和国のこ
とであり，台湾は大陸を追われた中国国民党が，アメリカの庇護の下にいすわ
ったまま解放されない領土の一部にすぎず，そこを訪問する中国学者は研究者
の風上にはおけない存在である，といわれても仕方のないような状況にあった
のだ。
今日，もはやそうした野暮をいう人はいない。台湾研究も学界での市民権を
得たのである。ただし，本気で台湾研究にうちこむ研究者はけっして多くはな
く，人々の台湾に関する関心も文化面にまでば及ばない。日台間の往来は，そ
れぞれ数十万人に達し，年によっては百万の大台に近ずくこともあるが，台湾
問題を日本の問題としてまじめに考えようとする人の数は少ない。
石田浩氏の『台湾奮戦記』は，そのような現実にもの申しつつ，研究者をも
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含む大勢の人々に台湾学導入を企図した啓蒙書である。氏が初めて台湾に足を
踏み入れたのは比較的早く，中国の「文化大革命」がようやく終結した一九七
六年であった。このころ，台湾を訪れる物好きな中国研究者はほとんどいなか
った。慧眼の士というべきであろう。
私見によれば，中国大陸で台湾研究が解禁されたのは，それからさらに二年
後，一九七八年末の中国共産党第11期3中全会以後のことである。それまでは，
研究はおろか，台湾のことを口にするのもはばかられるような雰囲気が大陸に
はあった。特に，「文革」中は，国外との関係を持つ者がすべてスパイ扱いされ，
台湾もその例外ではなかった。
日本の中国学界もまるでその風潮に染まったかのように，台湾を研究対象か
ら意識的に排除する傾きがあった。日中国交がまだ実現しなかったころには，
台湾出身の学者が学会に出席することも禁止しようという動きもあり，かくい
う筆者もそのための署名を求められ，しぶしぶではあったがそれに同調したこ
とがあった。
大陸との往来がままならず，中国の研究者が日本へ来ることも，日本の中国
学者が大陸を訪問することもまだきわめて不自由であった時期，台湾の研究者
だけを中国学会へ参加させるのは不当だという趣意だったように記憶する。台
湾の研究者すなわち国民党の御用学者という誤解があったのかも知れない。今
から考えればまことに恥ずかしく，噴飯物であったが，論理としてはいちおう
筋は通っていた。
石田氏の第一回訪台は日中国交回復後のことであり，中国大陸への旅行も少
しずつ解禁される時期にあたっていた。しかし，台湾に対する日本の中国研究
者の意識にはまだほとんど変化の認められないころであった。本文の冒頭に記
した某氏の訪台釈明が，これよりも後のことであった事実からもそれは明らか
であろう。しかも，そうした土壌は，今日でも完全に一掃されているとはいえ
ない。本書の「はじめに」記された次の言葉からもそれは読みとれよう。
過去，台湾は中国研究者にとって一つの踏絵となってきた。台湾をどの
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ように位置づけるかにより，研究者と中国との距離が測られた。客体とし
ての中国をどれだけ客観的に位置づけ分析できるのか，言い換えれば中国
研究の中に台湾をどのように位置づけ台湾を論ずるのかにより，それぞれ
の研究者と中国との距離を測ることができた。台湾との距離は中国との距
離でもあった。冷戦体制が崩壊した現在，冷戦時代の中台間の距離を測る
方法から，もう少し台湾の存在を客観的に分析しようとする研究が現れて
もよいのではないか。踏絵は中国当局にさせておけばよいのではないかと
考えている。
氏がいうように，台湾研究が中国研究者にとって，「踏絵」となるような時期
がたしかにあったし，しかもそれは必ずしも「過去」に限定されない。日本の
学界でも，なぜ台湾研究なのかという風土が，筆者の専門とする中国文学の分
野にもある。台湾文学研究が，中国文学研究にとっても有意義かつ必要である
ことを自覚する中国文学研究者の数はまだ少数である。だが，台湾研究は日本
研究にとっても避けて通ることのできない道程なのである。
（二）
本書の刊行に先だって，石田氏には『わがまま研究者の中国奮戦記ー一一改革・
開放下の中国レポート 』（一九九四年）がある。該書は，一九九三年八月か
ら三か月間，石田氏が関西大学と学術交流協定を結んでいる中国東北部の遼寧
大学へ研修に出かけた時のレポートであり，本書とは対をなす著書である。こ
れについては，すでに中田睦子さんによる書評がかつて本誌に掲載されている
ので重複はさけるが，台湾と中国では，研究条件の面ではるかに後者のまさっ
ていることが，対称的に描かれている。
なにしろ，「改革・開放下の中国」は学術活動にも独立採算の原則が適用され，
研究者もいきおい金儲けに走らざるを得ない，という悲しい現実がある。それ
に比べて台湾の研究者，とりわけ石田氏が籍を置いた中央研究院の学者には，
研究に必要な条件が具備されており，それは外国からの訪問学者にとっても快
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適であったことが，本書から読みとれるのである。
八十年代に高度経済成長をとげ，国民一人あたりのGNPが一九九二年には
はやくも一万米ドルを超えて，外貨保有高世界第二位という経済力を背景にし
た台湾と，いまなお発展途上にある中国大陸との差であるが，そのことは研究
条件の差異ばかりではなく，民主度の相違，学術研究における自由度の問題と
しても浮かび上がってくる。台湾での石田氏は，恵まれた研究環境のもとで，
まことに優雅な研究生活を送っており，そのことがゆくりなくも本書には存分
に書き込まれている。
評者もかつて，文部省の在外研究員としてカリフォルニア大学バークリー校
に在籍しながら，アメリカ・カナダの各地を旅行し，その研究環境の整ってい
ることに羨望を感じた反面，北京大学の客員教師として生活した一九八五年か
らのほぼ一年，中国の大学教師の置かれた研究環境の貧しさに憤りさえ覚えた
ものであるが，台湾の中央研究院の研究条件は，たぶんその両者の中間，もし
くはアメリカのそれにより近いものだという印象を本書から与えられた。石田
氏による二冊の「奮戦記」は，はからずもその両極端を対比してレポートする
結果となっている。
もっとも，台湾の中央研究院は中華民国政府のシンクタンクであり，よくも
悪くも通常の大学とは異なる研究条件が整備されている。台湾のすべての高等
研究機関が，中央研究院なみであるわけがなく，地方の私立大学等ではまだか
なり貧しい研究環境にある所もあると側聞する。しかしその場合でも，学術研
究における自由は一九八七年の戒厳令解除以後，急速に拡大され，研究上のタ
プーはほとんど消滅した。
経済面で実力をつけ，政治を変えることで学問の世界をも開き，国際社会で
の中国による封じ込めを跳ね返すために，いっそう民主化に力を入れている台
湾の現状が，・本書の叙述から如実に感じとることができるのである。
著者は日常に消費する物の値段を徹底的に記述する。バス代，タクシー代，
新聞代，食費，部屋代，衣料品の価格，そして為替のレート。農業経済を専門
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とする著者なればこそ，といえばそれまでであるが，そこから物価の追跡にこ
だわる石田氏の執念のようなものを感じとるのは評者だけではあるまい。
数字といえば，朝食の時間，昼食の時間，バスの時刻と経路，乗り物の所要
時間，さらには待ち時間，あらゆる台湾の数字が著者によって本書では記録さ
れている。数字の記述は，たぶん著者が意識的に採用した叙述の方法であり，
結果としてそれは本書の特色の一つにもなっている。何年か後になって，改め
て台湾の数字を比較することで，あるいは「近代化へ模索」した台湾の足跡が
明らかになるのかも知れない。
（三）
「台湾奮戦記」の対象となった期間は，一九九三年十二月から翌年春にかけ
ての四か月間であるが，石田氏の台湾訪問は，著者自身がすぐには思い出せな
いほど年季が入っている。したがって，文中に記述された訪問先は初めてのこ
とはむしろまれで，面会者も初対面でない人が多く，それだけそれらの描写に
は厚みが加わっている。台湾南東部の宜蘭という町で，かつて著者は農村調査
を実施したことがあった。この度そこを十年半ぶりに訪れて，旧知と再会を懐
かしむ場面は石田氏の現地での人間関係を語る好例である。中国でも台湾でも，
こうした人的関係をつちかわずに調査を行なうことはできない。
それにしても，著者はあちこち精力的によく動く人である。関西大学の卒業
生を尋ねたり，本屋をのぞいたり，映画を見たり，祭りを見物したり……。見
たところ呑気そうであるが，実はそうした行動がなんらかの形で氏の研究活動
に結びついているところがミソである。今回の比較的短い滞在期間中にも数回
の学術報告や講演を行ない，その度にそれらを論文としてまとめることを心が
けている。本書はいわばその副産物であって，肩のこらない読み物ふうにまと
められた記録である。ただし，それだけに傷がないわけではない。
たとえば，どう考えてもワープロ入力時のミスとしか思えないような誤植が
多く，これらは再版時にぜひとも訂正していただきたい。また，全体の文章が
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やや平板になっていて，個々の見聞に対する描写をいま少し深めて，読者にそ
の感動が伝わるように工夫していただきたかったという印象はぬぐえない。も
っとも，これだけ忙しく動きながら，それでいてこの一冊をしあげた氏の勤勉
には脱帽するほかはなく，あまり多くのことを欲張れば，たぶん本書は日の目
を見なかったであろうことは承知の上での無いものねだりである。
表題の通り，本書は著者の台湾での奮闘を記録したレポートではあるが，し
かし，「近代化へ模索する台湾」という副題からもわかるように，単なる生活記
録ではなく，あくまでも台湾研究者としての目でその経済や社会の発展・変化
を観察し，それらの要因を分析しようとした研究者の記録である。学術書とは
一味ちがった貴重な専門書としての一面をもっている。文末には，「戦後に公刊
された日本語文献（翻訳書を含む）の中で，特に比較的入手しやすい資料・書
籍」が［参考文献資料］として分野別に掲載されている。
さらに，本書には隠されたもう一つの意図がある。それは本文の冒頭でも記
したように，台湾を知らず，台湾社会に目を向けようとしない人々の蒙を啓こ
うとする著者の悲願である。そのため，台湾に関する「100の用語説明」が手際
よくはさみこまれていて，それらを拾い読みするだけでも，読者はこれまで知
らなかった台湾社会の実態をかなりうかがうことができよう。これは時間と経
費を惜しまず，早くから台湾に注目して研究を継続してきた著者による優れた
台湾入門書でもあるのである。「おわりに」記された石田氏の次の言葉には，著
者のそうした願望がはっきりと述べられている。
台湾の真実を少しでも日本の読者に知ってもらえればと，本書出版を思
いついた。「近くて遠い台湾」が少しでも「近い台湾」となるのであれば，
本書出版の意義はあったと考える。
という石田氏の思いに，評者は共感を覚えるとともに，本書を読まれた方は，
著者のその意図を十分了解されるほどに充実感を得られるであろうと確信す
る。（神戸大学文学部）
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